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して 2 サイクル半に達しているとの指摘をしている。それは 20 年ごとの周
期ではなく，明治 15（1882）年までを第一次欧化期，次の 35 年間の第一次
























普遍性と土俗性の循環 （ 3 ）
を周期的に振り子のように振幅を繰り返しながら進んできた世界的な普遍性
を基調とした時代と，日本的な土俗性に埋没した時代がある」と述べている６。















































































（昭和 23） （昭和 43） （昭和 63） （平成 20）
（明治 21） （明治 41） （昭和 3）





















































　元来ビジネス循環は，始め 9 年以下の短期の波長であったが，のち 20 年
から 80 年にわたる長い波長 ･ 周期の指摘へと発展する。そしてイギリスで
のフランス革命直後の 1790 年から，第一次世界大戦の始まる 1914 年までの
およそ 120 年余りの期間の分析を紹介している。
普遍性と土俗性の循環 （ 7 ）
　そこには，ロストウによる 5 段階説，スピトホーフの 4 段階説，コンドラディ
エフによる 3 段階説があり，各々の説は省略するが，コンドラディエフのビ
ジネス循環，1844-51 ＜谷＞，1870-75 ＜頂＞，1890-96 ＜谷＞，の捉え方が
創立者の捉え方に近い。全体の持続期間を 40 － 50 年とした点も近似する９。
　このコンドラディエフ循環について先学の多くは懐疑的であった。その理















1 前兆戦争 - - 1667-1668（1） - 1911-1912（1）
2 全面戦争 1494-1525（31）1568-1609（41）1672-1713（41）1792-1815（23）1914-1918（4）
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